




研究目的 

 新生児とくに未熟児の呼吸循環障害は児の生命のみならず,長期予後に重大な影響を与

えるゆえ,その病態の解明・治療ならびに予防は重要な課題の 1つである。 

 近年,周産期管理の進歩,NICUの普及,呼吸管理の進歩により新生児死亡は3.4/1000出生

(1985)と世界で最も低いレベルに達した。しかし,RDS や超未熟児の合併症として慢性肺疾

患や脳室内出血の頻度は依然として高い。本研究班はとくに慢性肺疾患の病態の解明を目

標として研究を行った。 


